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は じ め に 

 

 平成 26 年は、春は好天に恵まれたものの、７～８月は冷夏長雨のため降水量

は極端に多く、記録的な日照不足となりました。九州に影響した台風は５個と

多く、秋は平年並に回復、12 月は低温と気象変動が大きな一年でした。 

農業を取り巻く国際情勢も大きく変わりつつある中、国の農政も「４つの改

革」が実行され、日本の農業施策は大きく転換しています。また、農畜産物価

格は原油価格が大きく変動する中、資材価格高止まりが続き、今後の農業経営

に対する大きな制約要素となっています。 

 

 飯塚地域は、福岡・北九州都市圏に隣接した交通の要所で、古くからの果樹

団地、良質米、野菜、花き、畜産等の多様な農業生産が営まれています。しか

し、他の地域と同様に農家数の減少と高齢化は進み、担い手の確保、個別農家

や営農組織の規模拡大及び経営力の強化が急務となっています。一方で、新規

就農者や担い手の法人化は少しずつ増え、農産物の加工等の６次産業化に取り

組む農家や組織も出てくるようになり、これらの農産物や加工品を直売所に出

荷するなど多様な販売ルートを展開するようになっています。 

 

 このような情勢の中、当普及指導センターでは、「県農業・農村振興基本計画」

に沿って、平成 26 年度はさらに地域農業の担い手確保やブランド産地の構築の

ための普及活動を強化し、「めざせ！！元気な担い手 もうかる農業」をスロー

ガンとして、「人材づくり」、「経営体づくり」、「ブランド産地づくり」という３

つの「づくり」を重点活動目標として職員一丸となり地域農業の振興に取り組

みました。 

 

 この成果集は、農家や関係機関等の方々に広く普及指導センターの活動を理

解していただくために、平成 26 年度の主な活動成果を取りまとめたものです。

地域農業の振興と農家の方々の経営改善の一助になれば幸いに存じます。 

 

 

平成 27 年３月 

飯塚農林事務所飯塚普及指導センター 

                    センター長  尾形武文 
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１ 平成 26年度気象・農業生産の概要 

（１）気象概況 

 平成 26 年度の気温は、６～８月は７月下旬を除き、記録的な低温となり、９～11 月は

平年並みで、12月は低くなりました。特に、７～８月は長雨の影響で降水量は極端に多く

なり、記録的な日照不足となりました。 (飯塚アメダスデータ) 

気  温 

降水量 

日照時間 日照不足 

長雨・多雨 

低温 

低 温 

-1-



 

 

＜気象災害＞ 

 本年は台風が５個も接近するなど夏季の気象が安定せず、特に８月の飯塚地域の降水量

は 449mm（平年比 266％）、日照量は 76 時間（同 39％）で記録的な長雨・低日照となり、

農作業や作物の生育に大きく影響しました。今年度発生した主な気象変動や災害は以下の

とおりです。 

                   ※気象データは気象台のアメダスデータによる 

 表１ 主な被害状況 

 

また、夏季の長雨・日照不足による品目別の影響、および普及指導センターが推進した

技術的な対応策は、以下のとおりです。 

 

表２ 平成 26 年夏季 長雨・日照不足の影響と対策について 

品目 主な影響 技術的な対応策 

普

通

作 

水稲 

○早期水稲（４／20 頃移植）の収穫遅れにより品

質が低下。穂いもち、もみ枯細菌病が発生。 

○葉いもち病多発（品種：夢つくし、元気つくし、

過剰施肥田）、 止葉への進展から穂いもち発

生。 

○紋枯病の発生（品種：夢つくし、元気つくし、

ヒノヒカリ、ミズホチカラ）止葉近くまでの進
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品目 主な影響 技術的な対応策 

野

菜 

オクラ 
○草勢の低下による花落ちや曲り果等の不良果

の増加。 

○不要な脇芽、側枝の摘除。 

○排水対策の徹底。 

イチゴ 

○一部で炭そ病が多発。 

○過湿による根傷みで、苗の枯死、定植後の 

活着不良。 

○定植ほ場の畝立て等の準備遅れ。 

○苗の葉かぎ不足等によりうどんこ病菌が本田 

に持込まれ、うどんこ病が多発。 

○炭そ病対策：薬剤による徹底防除。 

発病株・周辺株の除去。 

○根傷み対策：叩きだし等によるポ 

ットの排水・発根促進。 

○うどんこ病対策：定植後～11 月上 

旬までの薬剤による徹底防除。 

アスパラ 

ガス 

○斑点性病害の多発による収量低下。 

 

 

 

○薬剤防除により茎葉を健全に保

ち、同化養分の転流を促進。 

○次期春芽の収穫期間を短縮し、早

期立茎による株の充実促進。 

夏秋なす 

○綿疫病の増加。 

○果実の着色不良。 

○草勢の低下による花落ちや曲り果等の不良果 

の増加。 

 

 

○薬剤による予防防除の徹底。被害

果のほ場外への持ち出し。 

○不要な脇芽、側枝の摘除、排水対

策の徹底。 

○草勢低下が著しい時は液肥かん注

等を行う。 

夏秋きゅ 

うり 

○降雨により、露地栽培では炭そ病、褐斑病が多

発。ＪＡ直鞍の共販は８月上旬で終了。 

○降雨の合間を見計らい、殺菌剤の

散布の実施。 

ブロッコ 

リー 

キャベツ 

○降雨により定植床の準備ができずに定植の遅 

れが発生。 

○定植が９月上旬～中旬に集中し、11 月期の価格 

が低迷。 

○育苗後半から定期的に液肥の施用

し苗の活性維持。 

○定植時に液肥施用することで活着

促進を図る。 

花

き 

秋出しト 

ルコギキ 

ョウ 

○現状では、やや軟弱徒長気味だが、活着・ 

初期生育は良好。 

○チップバーン多発傾向（品種間差有り）。 

○採光に努める。ＧＡ散布は控える。 

○無駄芽の整理を早めに実施。 

○灰色かび病防除の徹底。 

露地ギク 
○湿害による下葉枯れが発生（露地ギク）。 

○ダニ等の発生は少ない。 

○うね溝排水の徹底。 

 

シンテッ 

ポウユリ 

○葉枯病多発。 

○開花遅延。 

○うね溝排水の徹底。 

○防除の徹底。 

果

樹 

カキ 
○「太秋」の後期生理落果多発。 

○へたすき、軟果の多発。 

○定期的な防除の実施。 

○ほ場排水の徹底。 

イチジク 

○疫病、赤衣病が所により多発。 

○裂皮、裂果に伴いショウジョウバエ発生。 

○着色不良、食味不良。 

○混んでいる部分の枝抜き。 

○病果・裂果の除去と防除の徹底。 

○排水の徹底と反射マルチの設置。 

ブドウ 

○裂果の多発（特にハウス）。 

○着色不良、成熟遅れ。 

○べと病多発、早期落葉。 

○排水の徹底、ビニル再被覆。 

○防除の実施。 

 

ナシ 

○幸水：黒星病後期感染、裂果多発。 

○豊水：水浸状果、糖度低下。 

○新高：裂果の発生。 

○雨間の防除の実施。 

○ほ場排水の徹底。 
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（２）農業生産の概況 

 

＜普通作＞ 

○長雨・日照不足の影響で低収量であった水稲 

 早期水稲の田植えは４月 14日から始まり、田植後の気温は低く経過し、活着や初期生

育は平年に比べ遅れ気味で推移しました。その後、晴天が続き生育は回復したものの、

６月中旬以降からの断続的な降雨により、生育不良となりました。また、８月の記録的

な低温・日照不足の影響により、成熟期は平年

より３日程度遅れ、９月初めまで収穫作業が続

きました。 

 普通期水稲についても、６月中旬以降の断続

的な降雨により、生育は軟弱徒長気味で経過し

ました。８月の長雨・日照不足の影響で、出穂

期、成熟期ともに平年より５日程度遅くなりま

した。 

８月の長雨・日照不足の影響により、早期米、

夢つくしは登熟不良となり、収量・品質ともに不良となりました。一方、８月下旬以降

に出穂した元気つくし、ヒノヒカリについては９月以降の天候が回復したことで品質は

良好でしたが、収量は平年よりやや少なくなりました。近年、面積が拡大している飼料

米については、収量はほぼ確保されました。 

病害虫については、いもち病、紋枯病が一部地域で発生しました。中生以降の品種で

は、出穂前の日照不足、低温の影響により稲こうじ病が多発しました。 

 

○品質が良好だった麦（平成 25年播種） 

 播種作業は 11月上旬から始まりましたが、降雨の影響で作業が遅れ 12月上旬がピー

クとなりました。11月下旬～１月中旬にかけて、気温が平年に比べかなり低く経過した

ことから、出芽、生育の遅れが見られました。また、12月下旬～３月上旬まで降雨が多

く、麦踏み・土入れ等中間管理が不十分なほ場が多く、日照不足も重なり草丈は低く茎数

も少なくなりました。３月以降は気温の上昇に伴い生育は回復し、出穂期は平年よりや

や早く、成熟期は平年並となりました。 

収量は前年を若干上回りましたが、初期の生育不良による穂数不足や湿害の影響、雑

草害もあり、収量は低い状況でした。品質については、出穂期以降の天候に恵まれ、大

麦・小麦と良好でした。 

 

○長雨・日照不足の影響により生育量が不足した大豆 

播種作業は７月１日から始まりましたが、その後の断続的な降雨により播種が中断さ

れ、本格的な播種は７月 19日からとなり、播種ピークは７月 23～27日頃となりました。

一部まき直しもありましたが、７月 19日以降に播種されたほ場では、出芽は安定してい

ました。 

飼飼飼料料料米米米ののの収収収穫穫穫状状状況況況   
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 しかし、８月は降雨が多く、日照時間が極

端に少ない状況で、中間管理等が出来ず、湿

害や雑草害が多発しました。開花期は８月 25

日前後となり、前年より遅れました。中耕・

培土ができなかったため、９月の降雨の影響

や 10月 13日に接近した台風 19号の影響を大

きく受け、多くのほ場で倒伏しました。成熟

期は前年より３日程度遅く、収穫作業は 12月

下旬までかかりました。８月の長雨・日照不

足により主茎長等の生育量が不足したことで、収量は前年並となりました。 

害虫については、ハスモンヨトウ、カメムシ類による青立ち株の発生は少ない状況で

した。また、ホソアオゲイトウ、ヒロハフウリンホウズキ、アサガオ類等の雑草発生も

問題となりました。 

 

＜野菜＞ 

○長雨・日照不足により苗の充実不足が目立ったイチゴ 

 育苗期間中は極端な日照不足となったた

め、徒長気味の生育となり苗の充実不足も一

部見受けられたが、全体的には前年並の苗が

育成されました。 

 定植後の生育は、９月下旬～10 月中旬にか

けてたびたび台風が接近し、降雨や低温傾向

により生育は緩慢となりました。出荷開始も

遅れ年内収量は減少しましたが、極端な出荷

ピークもなく例年よりも大玉傾向で品質も高

く推移しました。 

 

○８月中旬～９月上旬の長雨に泣かされたブロッコリー 

 ８月の長雨により低温傾向であったため、育苗は比較的順調でした。しかし、定植適

期の８月中旬以降、圃場準備が出来ずに定植作業が滞りました。９月５日頃から天候が

回復したため定植は一気に進み、作型が分散され

なかったことから 11 月に出荷が集中し、価格が

低迷しました。12月上旬からの低温傾向により出

荷量が減少し、以降は極端な出荷量の増加はなく

安定した出荷が続き、出荷量、単価ともに前年を

上回りました。 

 

○天候不良により適期管理ができなかった 

アスパラガス 

 １月の気温は寒暖を繰り返しながらも平年値

大大大豆豆豆ののの土土土入入入れれれ作作作業業業   

イイイチチチゴゴゴ高高高設設設栽栽栽培培培   

アアアスススパパパラララガガガススス   
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を上回る日が多く、春芽は順調な出荷となりました。前年秋の気象の影響により貯蔵根

への養分蓄積が十分でなく、早めの立茎を行いました。夏芽は夏期の天候不良が続き、

かん水不足、斑点性病害の発生により収量が減少し、前年実績を下回りました。 

 

＜花き＞ 

○厳しい気象条件の中、栽培管理を徹底し頑張ったキク 

５月下旬～６月上旬の高温・乾燥により花芽分化が急ぎ、８月の盆用の出荷時期が早

まりました。６月中旬～８月下旬にかけては、降雨と低日照が続き中山間地では白さび

病が多発しました。ハダニやヨトウガ等の害虫被害は少なかったですが、カメムシ類は

多発となりました。 

このような厳しい生産環境の中、開花調節や草丈確保、病害発生等栽培管理に細心の

注意が必要でした。燃油価格高騰等の影響で施設ギク栽培が減少傾向で共販量はやや減

少しましたが、販売単価は前年と同等となりました。 

 

○順調な生育となった秋出しトルコギキョウ、生産が拡大中の冬春出しトルコギキョウ 

 秋出しトルコギキョウは、定植時（７月下

旬～８月上旬）の長雨・日照不足の影響もみ

られず順調な生育となりました。開花は平年

並～やや遅い程度で、出荷最盛期は 10月下旬

～11月中旬になりました。例年に比べて病害

虫の発生は少なく、９、10月にまとまった日

照量があったためブラスチングの発生も少な

く、品質は良好でした。共販量は 63万本で、

単価も安定して推移したため売上も好調でし

た。 

一方、冬春出しのトルコギキョウについては、９月中旬～10月上旬に定植し、３～４

月に出荷する作型で、１～２月の栽培夜温を低温とする低コスト栽培となっています。

生産者数は 10戸で生産面積が拡大しています。 

 

○病害に苦しんだシンテッポウユリ 

 ＪＡふくおか嘉穂では、16名がシンテッポウユリを作付けしました。初期生育は順調

でしたが、夏期の長雨・日照不足の影響で、葉枯病の多発と開花の遅れにより、共販出

荷量は減少しました。３名の生産者が作期拡大

のため９月出荷の作型に取り組みました。 

 

○順調に生育し、単価が良かったケイトウ 

 ＪＡふくおか嘉穂支所では生産者が４名減

り、15 名によりケイトウが生産されました。長

雨・低日照の影響は少なく、害虫の発生も少な

かったため、順調に生育しました。 

トトトルルルコココギギギキキキョョョウウウ   

ケケケイイイトトトウウウ   
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生産面積の減少により、共販出荷量は減りましたが、販売単価は前年よりも高く推移

しました。 

 

＜果樹＞ 

○雨により品質、単価に影響を受けたブドウ 

 トンネル、露地では発芽・展葉は前年並、開花期は前年より１日早くなりました。開

花期の天候に恵まれ着粒は良好でしたが、５月の

乾燥により果粒肥大は園地によるバラつきが大

きくなりました。着色は、加温栽培では良好でし

たが、無加温、トンネル栽培では着果過多と着色

期の日照不足により不良となりました。加温栽培

では収穫期の裂果、無加温以降は着色不良、成熟

遅れの問題はありましたが、出荷量は対前年比

105％、単価は対前年比 96％となりました。 

 

○黒星病に泣かされたナシ 

 開花期は前年より「豊水」で２日、「幸水」で４日遅くなりました。開花期の天候が

良く全般的に結実は良好でした。果実肥大は、「幸水」は良好、「豊水」では着果量が

多く小玉が心配されましたが、後期肥大により最終的には大玉となりました。「豊水」

ではみつ症や変形果が多く、「新高」では後期肥大により裂果が散見されました。病害

では、３月下旬の降雨により黒星病の発生が多くなり、その後の防除でも十分な効果が

得られず、大きな減収要因となりました。そのため、出荷量は対前年比 83％となり、販

売金額は対前年比 77％と大きく落ち込みました。 

 

○肥大良好で、増収したカキ 

 発芽、展葉などの初期生育は、３月中下旬の高温により前年より早くなりましたが、

４月上旬以降の低温により、満開期は前年並とな

りました。「富有」の含核数は前年よりやや多く、

結実は良好でした。８月の長雨により、果実の肥

大は良かったものの、へたすき果も多くなり、樹

上軟果が多く発生しました。カメムシが８月に飛

来し、吸汁害が発生しました。樹上軟果は多かっ

たものの、果実肥大がそれ以上に良好で、カキの

出荷量は対前年比 121％となり、単価は対前年比

93％となりました。 

 

○栽培面積の拡大や雨よけ栽培の導入で、出荷量が過去最高となったイチジク 

 露地栽培では、発芽期、着果始期ともに平年並となりました。収穫始期は、８月の長

雨・日照不足により、裂果・腐敗果や疫病が多発し減収となり、着色不良・糖度低下と

いった品質の低下が目立ちました。しかし全期間を通しては、栽培面積の拡大や雨よけ

シシシャャャイイインンンマママスススカカカッッットトト   

剪剪剪定定定講講講習習習会会会風風風景景景   
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栽培の導入拡大により、イチジクの出荷量は対前年比 122％、単価は対前年比 96％とな

り、販売金額が対前年比 117％と過去最高となりました。 

 

＜畜産＞ 

○肉用牛 

 肥育経営では枝肉単価は上昇傾向にありましたが、肥育素牛の高騰と購入飼料の高止

まりにより経営は厳しい状況が続きました。 

 そのような中、新たな経営戦略として精肉の

直売や地域ブランド牛を使った加工品開発等、

６次産業化に取り組む農家も現れました。 

 繁殖経営は飼養戸数 23 戸、飼養頭数 667頭

と前年並の生産規模となりました。市場価格は

高値で推移しており、今後しばらくはこの傾向

が続くと考えられます。 

 

○酪農 

 飼養戸数は 44戸から 42戸、飼養頭数は 2,029頭から 1,869頭と減少しました。生乳

出荷については、前年実績
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写真２ イチゴ若手生産者の 

技術向上研修 

写真３ ふくおか農林漁業就業セミナー 

  ・就業相談会に参加する飯塚市 

写真１ イチジクパック詰め 

 体験をする高校生 

２ 普及活動の主な成果 

（１）地域で育てよう元気な担い手 

  ～来たれ新規就農者、飯塚地域へ！！～ 

○背景 

 次代を担う新たな就農者の確保・定着のためには、関係機関が一体となって就農環境

を整備し、多面的な支援を継続的に行うことが重要です。このため、24 年度に飯塚地域

担い手・産地育成総合支援協議会(以下、「協議会」)で策定した「新規就農支援プログ

ラム」(以下、「支援プログラム」)の実践に向けた具体的な取り組みが課題となってい

ます。 

○対象概況  

新規就農者、就農希望者、農業関係高校生、福岡県農業大学校生 

○活動内容  

 地域担い手育成の一層の推進を図るため、協議会担い手育成部会に専門班「新規就農

対策班」を新たに設置し、実務担当者間の共通課題の検討や情報交換を行いました。 

 飯塚市では支援プログラムを実行に移すため、市・ ＪＡ・ 農業委員会・ 普及指導セ

ンター等関係機関で新規就農希望者に対する推進体制や支援内容について検討を重ねま

した。普及指導センターは、実践プログラムを飯塚市版に組替えたり、先進地事例等の

情報提供や活用できる補助事業の支援を行いました。 

 また、担い手候補である農業関係高校生や福岡県農業大学校生に対して、農業セミナ

ー(写真１)や就農相談等を行い、高校生には農業の魅力発見を、大学生には就農への誘

導を推進しました。就農１～３年目の新規就農者や農業青年クラブ員に対しては営農基

礎講座を 12 回(共通２回、部門別 10 回)開催し、技術の向上等や経営改善に向けた取組

みを推進しました(写真２)。 

 

 

 

 

 

 

○成果 

 26 年度の就農相談者は 28 名、農業大学校進学者は６名、新規就農者は 15 名です。 

 また、７月に「飯塚市がんばる農業応援協議会」が発足し、10 月から新規就農希望者

や新規就農者に対して市独自の支援策（就農研修と経営開始に必要な初期費用の補助）

が開始されました。協議会は就農相談会等に参加し、飯塚市のＰＲを行っています（写

真３）。 

○今後の取り組み 

 飯塚市の取組みをモデルに、関係機関と連携して各市町にあった支援プログラムの実

践を支援し、担い手確保や就農定着のための取組みを推進します。 
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写真２ アドバイザー派遣事業 

 

写真１ 嘉麻市事例発表会   

（２）永続性のある水田農業の担い手の育成 

～集落営農組織の再編・設立と法人化及び個別大規模農家の経営体質強化～ 

 

○背景 

地域の水田農業の維持・発展のためには、集落営農組織は欠かすこのできない存在と

なっており、新たな組織の立上げと併せて、組織経営の安定や永続性の確保のための体

制づくりが重要な課題となっています。 

また、個別大規模農家においても、販売力や信用力の強化、雇用環境の整備等経営体

質の強化が喫緊の課題です。また経営主の高齢化による事業継承問題の解決も必要とな

ってきています。 

○対象概況  

 集落営農組織 53組織（うち特定農業団体に準ずる組織 13組織、農業法人 10組織）               

 個別大規模農家 59戸（水田経営面積概ね 10ha以上） 

○活動内容  

 飯塚地域担い手・産地育成総合支援協議会担い手育成部会（事務局：普及指導センタ

ー）を中心に担い手の育成支援に取り組んでいます。これに加え、本年は嘉麻市農業員

会による「担い手の育成・確保に係る事例発表会」に参画しました。さらに、ＪＡふく

おか嘉穂においては、昨年度策定した地域営農ビジョンの策定をもとに、集落営農組織

の設立及び法人化を推進しており、普及センターも連携して支援を行いました。 

また、法人化計画等を有する組織や法人化を予定している個別大規模農家に対し、ア

ドバイザー派遣事業等を活用して、法人化や経営改善を支援した。 

○成果  

 嘉麻市の事例発表会後、２集落において、組織設立の検討がはじまり、１つは法人の

立上げを目指しています。嘉麻市内では事例発表会をきっかけとして組織設立に向けた

機運が高まりました。 

 ＪＡふくおか嘉穂管内においては、本年度２つの集落営農組織による法人が立ち上が

り、農地中間管理事業を活用して、集落農地の集約化が進められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今後の取り組み  

 今後とも関係機関と連携しながら、水田農業の担い手育成を推進していきます。 
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図１ 管内のアスパラガス生産者の推移 

（４）（４）（４）（４）アスパラガス収量向上による産地強化アスパラガス収量向上による産地強化アスパラガス収量向上による産地強化アスパラガス収量向上による産地強化    

～～～～新規生産者の重点支援新規生産者の重点支援新規生産者の重点支援新規生産者の重点支援～～～～    

 

○背○背○背○背景景景景    

 管内のアスパラガスは栽培年数の短い生産者が多く、毎年数名が新たに栽培を始め、

肥培管理や病害虫対策などの早期技術習得が課題でした。そこで、21 年度以降に作付し

た新規生産者の技術習得支援に重点をおいた普及活動に取組みました。 

 

○対象概況○対象概況○対象概況○対象概況    

 ＪＡ直鞍アスパラガス部会 ４戸（うち新規生産者 ２戸） 

 ＪＡふくおか嘉穂アスパラガス部会 22 戸（うち新規生産者 12 戸） 

 

○活動内容○活動内容○活動内容○活動内容    

ＪＡと連携し、推進作物として位置づけ、関心のある農業者に対し、栽培概要や経営

指標等の説明、推進を行いました。 

新規に生産を開始したほ場は、親茎の仕立てや整枝、施肥など生育段階に合わせた管

理作業が多く、病害虫の発生に応じた防除適期の判断が難しいため、ＪＡと連携して栽

培年数の短い生産者を中心に、定植時より月１～２回の現地巡回を行いました。また、

重要な管理の時期は、全体現地研修会を開催し、２カ月毎に栽培管理情報の発行を行い

ました。 

 

○成果○成果○成果○成果    

 新規にアスパラガスの生産を開始した方は５年間で 15 戸（164a）です。今年度の全体

の生産量は 45t で、夏季の日照不足により前年比 90％と若干下回りましたが、定植１年

目の新規生産者のアスパラガスは順調に生育し、収量実績として、これまでで一番多い

300kg/10a を超えるほ場もありました。 

○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み    

 引き続き新規生産者への重点支援を行うとともに、今後はさらなる生産力向上のため、

栽培年数や個別の課題に対応した支援を行う予定です。 
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写真２ トルコギキョウの栽培風景 

 

写真１ トルコギキョウの育苗風景 

（５）トルコギキョウの育苗技術の向上による生産コスト削減 

～秋出しトルコギキョウの種子冷蔵＋冷房育苗技術の向上～ 

 

○背景 

秋出しトルコギキョウの育苗では、吸水種子の冷蔵処理と冷房育苗を組み合わせる必

要があります。育苗に失敗すると生育期に高所ロゼットなどの生育障害が起こりやすく

なることから、生育ステージに合わせた温度管理や防除など細やかな育苗管理技術の徹

底が求められます。 

トルコギキョウの冷房苗を購入すると、10aあたり 60万円程度の経費が必要となり、

生産コストが高くなります。普及指導センターでは自家育苗の普及と技術向上を図るこ

とで、安定生産とコスト削減に取り組みました。 

 

○対象概況 

 管内のトルコギキョウ生産者 18戸 488a 

 

○活動内容 

 育苗技術向上のため育苗講習会を開催し、吸水種子の冷蔵処理方法および冷房育苗の

重要性や育苗のポイントを指導しました。また、現地研修会および巡回指導にて苗の生

育状況、温度確認、病害虫防除の徹底による良質苗の確保に努めました。 

 

○成果 

 今年度新たに自家育苗をはじめた生産者を含めた全戸で苗が順調に生育し、高所ロゼ

ット等の生育障害の発生も見られませんでした。26年度に自家育苗を行った生産者は 15

戸で前年より２戸増加し、管内生産者の 84％が取り組むようになりました。また、自家

育苗を行うことで生産コストの２割削減を達成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今後の取り組み 

 さらなる良質苗作りを支援し、生産コストの削減および栽培技術の高位平準化による

経営安定を図ります。 
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表 1 種なし大粒系ブドウ面積の推移 

 

写真１ シャインマスカット 

（６）ブドウ優良品種の導入と種なし栽培の拡大 

  ～消費者ニーズにあったブドウ栽培の拡大～ 

 

○背景 

 ＪＡふくおか嘉穂ぶどう部会は種なし巨峰、ピオーネ主体の産地で、販売戦略上、種

なし栽培面積の拡大や新商材としての｢シャインマスカット｣の導入拡大が大きな課題と

なっていました。 

 ＪＡ直鞍ぶどう部会は巨峰を主体とした産地で、収量や品質の年次差が大きいことが

問題となっていました。種なしブドウ栽培は生産が安定すると共に、種がないことで食

べやすいことから、市場単価も高い状況にあるため、ブドウ農家の経営安定のために種

なし大粒品種（ピオーネ・シャインマスカット等）の導入拡大を図る必要があり 24～26

年度の普及課題として取り組みました。 

 

○対象概況 

 ＪＡふくおか嘉穂ぶどう部会  37名  共販面積 11ha 

 ＪＡ直鞍ぶどう部会     108名  栽培面積 74ha 

 

○活動内容 

 産地改革計画に種なし大粒品種の拡大を取り上げ、ＪＡと連携して推進を行いました。

特に｢シャインマスカット｣は新しい品種であるため、品種特性や栽培技術及び市場評価

等について情報提供を行いながら導入を推進しました。併せて、改植による導入のため

に｢果樹経営支援対策事業｣の紹介を行いました。また、栽培技術が未確立な点について

は展示ほを設け調査を行うとともに、他産地の情報収集を行いました。 

 

○成果 

 24年から種なし大粒品種の栽培面積が増加（表１）し、26年にはＪＡふくおか嘉穂ぶ

どう部会で｢シャインマスカット｣の共選出荷が始まりました。 

 

 

 26年シャインマスカット共販実績(ＪＡふくおか嘉穂) 

 数量 759kg 

 

 

 

○今後の取り組み  

 ｢シャインマスカット｣の市場評価を高めるための品質向上(適正着果量の厳守と適期

収穫)とともに種なし大粒品種の導入を推進に取り組んでいきます。 

 ピオーネ シャイン 

マスカット 

種無し 

巨峰 

合計(a) 

24年 595 117 555 1,267 

26年 679 175 560 1,414 
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写真２ 食肉食味会 

 

写真１ ﾊﾞｰﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞによる改善提案 

（７）将来を担う大家畜農家の経営安定化支援 

～営農基礎講座で若手肥育農家の育成支援～ 

 

○背景 

 筑豊地域には 30 戸の肉用牛肥育農家が点在し、その中で若手農家も育ってきていま

す。しかし、それぞれの交流は少なく、お互いに情報交換をしあい、切磋琢磨する機会

はほとんどありませんでした。これら若手農業者の育成は産地維持の面からも重要な課

題となっています 

 そこで、将来を担う若手農家の技術向上と情報交換を図るための場を創出しました。 

 

○対象概況 

 若手肥育農家 ７戸（黒毛和牛肥育２戸、交雑種肥育５戸） 

 

○活動内容 

筑豊地域（嘉飯・田川地区）の若手肥育農家の仲間作りを通した飼養管理技術の向上

を目的に営農基礎講座を開設しました。 

講座では、バーンミーティングを中心とした農場改善提案を行い、個々の観察力・飼

養管理技術の向上を図りました。 

 また、飼養管理・品種による食味の違いを学ぶため、各自の出荷牛肉を使った食味会

を開催し、食肉に関する知識の習得を行いました。 

 

○成果 

基本技術習得と情報交換の場ができたことにより、個々の技術向上が図られるととも

に、若手肥育農家同士の連携の輪ができました。 

  同年代の経営を見ることにより、自己経営の改善意欲が高まるとともに、６次化の取

り組みにチャレンジする農家も現れました。 

 

○今後の取り組み 

 今後も、若手農家の仲間作りを通して、農家連携への支援を行います。 

-15-



 

 

図１ 収量の推移 写真１ 厳寒期どり作型（左）と慣行作型

写真１ EOD 加温によるダリアの栽培 図１ ハウス温度の推移 11～４月 

（（（（８８８８）注目の品種・技術の紹介）注目の品種・技術の紹介）注目の品種・技術の紹介）注目の品種・技術の紹介    

①①①①地域に合わせたイチゴの新作型・新技術への挑戦地域に合わせたイチゴの新作型・新技術への挑戦地域に合わせたイチゴの新作型・新技術への挑戦地域に合わせたイチゴの新作型・新技術への挑戦    

○要約○要約○要約○要約    

 普及指導センターでは、慣行の半分の株間で密植栽培し、高単価が期待できる１～２

月に集中的に収穫し、２月末に収穫を終了する「厳寒期どり作型」の実証試験を行いま

した。この展示ほはトマト（３～７月）の後作であり、トマトの畝をそのまま利用した

畝連続利用栽培にも取り組んでいます。結果として、２月末までの収量（2,898kg/10a）

は慣行比 156％と目標である厳寒期の収量増加が確認されました（写真１、図１）。 

 管内では、イチゴにメロンやトマト等を組み合わせた特色のある複合経営が取り組ま

れており、それらの前後作としてこの作型を導入すれば、収益性の向上が期待できます。 

               

    

○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み    

 メロン等他の品目との組み合わせや畝連続利用栽培の導入について検討を行ってい

き、管内のイチゴを主体とした複合経営に合った技術の確立を図ります。 

 

②②②②ＥＯＤ反応を利用した花き類の低コスト栽培技術ＥＯＤ反応を利用した花き類の低コスト栽培技術ＥＯＤ反応を利用した花き類の低コスト栽培技術ＥＯＤ反応を利用した花き類の低コスト栽培技術    

○要約○要約○要約○要約    

 ダリアの電照抑制栽培では 11～４月までの長期加温（夜温 10℃一定）が必要となりま

すが、近年の重油価格高騰により暖房経費が上昇し生産農家の負担となっています。 

普及指導センターでは、日没後に４時間昇温処理（12℃）し、その後明け方まで低温

（８℃）で管理する「EOD-heating」による低コスト栽培技術の実証に取り組みました。

その結果、一部品種で花の退色が見られましたが、採花本数および切り花品質を落とす

ことなく暖房経費を 14％程度削減できることが実証されました（図１、写真１）。 

    

    

    

 

    

    

○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み    

トルコギキョウへの応用を実証し、当技術の普及拡大を図ります。 
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表１ 栽培法の違いによる結果母枝あたりの着果状況の推移 

 

図１ 着果率の推移 

写真２ 販売促進協議会 

 

写真１ コロッケの販売 

着蕾数
生育中
の落果

摘蕾
摘果

着果数

平棚栽培 13.7 4.7 6.5 2.6

立木栽培 15.8 9.8 5.7 0.3

 

③カキ「秋王」の着果安定に向けた栽培技術の検討 

○要約 

 カキの新品種「秋王」は、種なしや栽培法の違いのため着果が不安定となっており、

栽培技術確立に向けてジベレリン処理による着果安定効果について検討を行いました。 

 処理方法は、満開 10 日後に、幼果へ濃度

200ppm での散布という方法で行いました。７月

末での着果率は、対照区（無処理）の２倍程度

（図１）となり、一定の効果が見られました。 

また、平棚栽培と立木栽培で比較すると、平棚

栽培は、枝折れや生理落果が少なく、結果母枝

あたりの着果数が 2.6 果と結実も安定しており

（表１）、栽培技術確立に向けて参考となる結

果となりました。 

 

○今後の取り組み 

 「秋王」の結実安定のためには、ジベレ

リン処理の有無よりも、平棚栽培が効果的

のようですが、今年度が調査初年度のた

め、次年度も継続して調査を行います。 

 

④「筑穂牛販売促進協議会を設立 (筑穂牛コロッケを開発・販売へ)」 

〇要約 

 飯塚市の地域ブランド「筑穂牛」の販売強化と産地維持を目的として、筑穂牛販売促

進協議会を設立しました。この協議会はＪＡふくおか嘉穂筑穂支所肥育牛部会と関係機

関（飯塚市、ＪＡふくおか嘉穂、飯塚普及指導センター）、民間団体（筑穂牛ファンク

ラブ）および流通業者で構成される組織です。筑穂牛ＰＲのための加工品づくりとして

筑穂牛コロッケの製作に取り組み、ＪＡふくおか嘉穂ふれあい祭りにおいて販売を支援

しました。筑穂牛コロッケは販売２日間で予想を大きく上回る 1,250 個が販売され好評

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

○今後の取り組み  

 筑穂牛販売促進協議会は定期的な情報交換・協議の場を持ちながら、筑穂牛ブランド

の販売強化と、生産者の所得向上につながる仕組みづくりを支援していきます。また、

筑穂牛の産地維持のために、後継者問題にも取り組んでいく予定です。 
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安田一平氏（中央） 

久家滝太氏 

豊田 武・千代子夫妻 

（９）各種表彰（国・県） 

 

嘉麻市 豊田 武 氏・千代子 氏 

創意工夫の花き経営技術が全国で表彰 

 平成 26年度に実施された「第 24回花の国づくり共励会花き技術・経営コンクール」に

おいて、嘉麻市の豊田武・千代子夫妻が農林水産省生産局長賞を受賞されました。 

当コンクールは、全国から応募のあった中から、特

に技術や経営内容に優れた経営者を表彰するもので

す。 

豊田 武氏は昭和 44年に就農、施設ギク生産に取

り組みました。昭和 50年に千代子さんと結婚した後

は二人三脚で経営の拡大をすすめ、現在は 50aのハウ

スでキク、トルコギキョウを主体とした花き複合経営

を展開しています。平成 27年１月には(株)フラワー

ランド豊田を設立し、さらなる経営拡大と地域農業発

展にむけた取り組みに邁進されています。 

 

宮若市 安田 一平 氏、 嘉麻市 久家 滝太 氏 

若い農業者が農業の魅力や新たな可能性を発表 

 「平成 26 年度福岡県青年農業者会議」において、宮若

市の安田一平氏が「農業×デザイン～魅力ある産業確立プ

ロジェクト～」のプロジェクト発表を行い、福岡県知事賞、

石井賞を受賞されました。 

農業をより魅力的にするためにプロダクト、セールスマー

ケティング、マネジメントの３つの視点から分析した魅力

あるビジネスモデルの確立に取り組んだ点が評価されま

した。 

 また、同会議において、嘉麻市の久家滝太氏が「農家

から一企業へ」の意見発表を行い、福岡県農業振興推進

機構理事長賞を受賞されました。 

就農前に学んだ経営学的視点から将来の花き経営のビジ

ョンを描き、具体的に新たな品目の導入に取り組んでい

る点が評価されました。 
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各種表彰（国・県）一覧 (１月～12月) 

 

表彰事業名 
受賞者名 

(敬称略) 
受賞内容 市町名 

平成 26年度福岡県花き品評会 
   

 

「産物の部」 

樋口 信勝 
福岡県知事賞 

桂川町 
キク「ラベーロ」 

久家 功 
審査員特別賞 

嘉麻市 
ジニア「フルダブルライム」 

「技術・ほ場の部」 
 

 
 

 

トルコギキョウ 

澄川 義延 
福岡県市場協議会長賞 

宮若市 
「グラナスライトピンク」 

石田 豊隆 
福岡県花き園芸連合会長賞 

直方市 
「ロジーナラベンダー」 

夏秋咲ギク (露地部門) 山本 一則 
九州花き卸売市場連合会長

賞「精さやか」 
飯塚市 

夏秋咲ギク (施設部門) 豊田 武 
九州山口花き園芸連絡協議

会長賞「夏日和」 
嘉麻市 

第 24回花の国づくり共励会 

「花き技術・経営コンクール」 

豊田 武・千代

子 
農林水産省生産局長賞 嘉麻市 

平成 26年度福岡県麦作共励会 浦部 篤 
優秀賞（福岡県農業協同組

合中央会会長賞） 
鞍手町 

平成 26年度福岡県アスパラガス 

生産振興共励会「県北の部」 
瀬在丸 政美 

反当収量優秀賞 （全農福岡

県本部長賞） 
飯塚市 

平成 26年度福岡県青年農業者会 

議    

 

「プロジェクト発表」 安田 一平 

福岡県知事賞、石井賞「農

業×デザイン～魅力ある産

業確立プロジェクト～」 

宮若市 

「意見発表」 久家 滝太 
福岡県農業振興推進機構理

事長賞「農家から一企業へ」 
嘉麻市 

第 50回福岡県肉畜共進会 

「肉豚の部」 
松本 修 

金賞（農林水産大臣賞） 

  （福岡県知事賞） 

  （肉畜共進会会長賞） 

赤村 

第 43回西日本地区肉用牛交雑種 

共進会 
武田 英文 

金賞（九州農政局長賞） 

  （福岡県知事賞） 

  （福岡市長賞） 

田川市 
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地域 
 ・ 
農業
経営 

大久保ひとみ 
松元 崇 
内川 美由紀 
  
（地域分担） 

 
 

 
 
 

 
地域係長 
 田村 祥子 

  （ 男 女 共 同 参 画 ）  
（ 6次 産 業 ・ 通 信 販 売 ） 

 
 
 

 
 
  

庶務 
 
服部 瑞穂 

 

  
地域振興課長 
 
 空閑 宏典 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

 
 
 
 

 
 
 

  
水田農業係長 
 飯田 綱夫 

（ 気 象 、 農 業 機 械 ）  
（ 福 岡 エ コ 農 産 物 認 証 ）  

（ エ コ フ ァ ー マ ー ） 

水田 
農業 

 
 
外園 木綿子 
轟  貴智 
 
（地域分担） 

 

  

  
野菜係長 
 安部 善巳 

(病害虫) 
（ 福 岡 エ コ 農 産 物 認 証 ）  

（ エ コ フ ァ ー マ ー ） 

野菜 

 
 
酒井 憲一 
角野 一寿美 
坂口 将太郎 
 
（品目分担） 

 
 
 
  

 
 
                 

 
 

  
ｾﾝﾀｰ長 

 
尾形 武文 

   
野菜花き課長 
 
 藤野 茂幸 
（嘉飯桂総括） 
（災害対応） 

 

 
 

    

   
 
 

  

 
 

  
花き係長 
 兼近 直樹 

（ 知 的 財 産 ・ 試 験 研 究 ）  
（ エ コ フ ァ ー マ ー ）   

花き  

 
 
長沢 まゆみ 
瀬戸山 修仁 
 
（品目分担） 

 

 

  
参事 

 
藤井 茂樹 
 

   

 
 
    

        > & $ # Ø " @ 1 � 0 É> . � Ð � î > '   >& �� � � �� �� �        

３ 参考資料 

（１）普及指導センターの活動体制 

ア 課係体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 班活動の体制 

（ア） セン ター 内運営 事項 によ る分掌 （ 推進班 ）  

     水田 農業経 営力 強化 推進班 、 経営体 育成 推進 班 

     担い 手育成 推進 班、 情報活 用 推進班 、安 全安 心な農 畜産 物推 進班 

（イ） 地域 班 

     嘉飯 桂地域 班、 直鞍 地域班 
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（２）現地実証・展示ほ一覧 

No. 品目 課題名 結果の概要 場所

1
「元気つくし」の栽培に適した緩効性肥料によ
る1回全量施肥の検討

省力化のための緩効性肥料(基肥一発肥料)の試験。速効性と緩効性
の比率を変えた資材を比較検討したが、今年度は緩効性比率を高め
た資材の方が、収量は高かった。

宮若市

2
米粒汚損防止のための稲こうじ病防除対策の
検討

モンガリット粒剤の施用時期（田植え直後or出穂前処理）の検討。紋枯
病に対しては、一定の効果が確認できたが、稲こうじ病については、何
れのほ場も多発し、本資材の効果は判然としなかった。

宮若市

3
「ヒノヒカリ」クラスの新品種「ちくし89号」、「ち
くし90号」の現地適応性試験

高温耐性を有する中生系統の現地適応試験。ヒノヒカリと比較して、収
量性はちくし89号はやや高く、ちくし90号は同等。食味はちくし89号が
優れる傾向。両品種とも、倒伏耐性は優れる。成熟期は、ちくし89号が
7日、ちくし90号が10日程度遅かった。

直方市

4 スクミリンゴガイに対する防除効果検討
農薬カウントされない天然物由来成分（燐酸第二鉄）によるスクミリンゴ
ガイ駆除剤の効果を検証。従来の剤と駆除効果に差はなかった。

飯塚市

5
飼料用米（ミズホチカラ）の収量確保及び玄
米タンパク向上のための施肥体系と作業効率
化のための植付株数の検討

飼料用米専用の基肥一発肥料の試験および、玄米タンパク向上のた
めの実肥の効果検証。収量は分施体系が高く、実肥の効果は判然とし
ない。植え付け株数を増加すると、株あたりの穂数が減り、収穫機械の
負担が軽減される可能性あり。

飯塚市

6
飼料用米（ミズホチカラ）用の緩効性肥料によ
る1回全量施肥の検証

飼料用米専用に開発された基肥一発肥料の試験。既存の肥料と比較
し、緩効性肥料が生育初期から後半にかけて、持続的に溶出する設
計。収量性は試験区の方が高かった。

飯塚市

7
飼料用米（ミズホチカラ）の病害虫防除技術
の確立

ミズホチカラで問題となる紋枯病、墨黒穂病対策としてモンガリット粒
剤、ウンカ類防除としてフェルテラスタークルCU箱粒剤の効果検討。モ
ンガリット粒剤の効果は判然としない。フェルテラスタークルCUはウンカ
類の発生を一定期間抑えた。

飯塚市

8 大豆の収量向上のための除草剤体系の確立
帰化アサガオ類の防除体系確立を目的とした、生育期間中の吊り下げ
ノズルによるバスタ液剤散布試験。散布後の雑草発生量は減少した。

嘉麻市

9
大豆の収量向上のための排水対策技術の実
証

排水性不良の要因となっている鋤床層の物理性の改善として、簡易籾
殻暗渠（モミサブロー）と粗耕起（スタブルカルチ）の実証試験。両作業
機による生育差は顕著でなかったものの、排水性が改善した。

小竹町

10 大豆新品種の現地適応性試験
｢フクユタカ」より早播き適性がある県育成早生品種の現地適応試験。
「ちくし豆3号」、「ちくし豆5号」ともに収量は同等。品質は「ちくし豆3号」
はフユタカと同等、「ちくし豆5号」は優れた。

嘉麻市

11
大豆の収穫前処理による雑草防除効果の検
討

ラウンドアップマックスロードを大豆落葉終期に処理。散布後2週間で
大方の雑草は黄化・枯死。大型雑草や薬剤吸収が遅い雑草（ノゲイト
ウ等）は、枯殺するまでに散布後3週間以上は必要。また、大型雑草は
枯れないので、抜き取り作業が必要だが、抜き取りは容易だった。

鞍手町

12
「ちくしＷ２号」の緩効性肥料による追肥の省
力化

追肥一発肥料を利用した穂揃期施肥量（25kg/10a→15㎏/10a）の軽
減試験。試験区は、対照区（3回追肥）と比較し、収量、タンパク質含有
率ともに同等であった。

鞍手町

13
「チクゴイズミ」の緩効性肥料による追肥の省
力化

基肥一発肥料、追肥一発肥料の現地試験。対照区(分施体系)と比較
し、収量、タンパク質含有率ともに、同等もしくは劣っており、肥効の安
定性の点で課題が残る。価格も高く、実用性は低い。

小竹町

14 ブロッコリーの耐寒性品種の検討
管内は内陸部にあり、厳寒期の霜による傷みが激しく低収要因のた
め、「耐寒性」の高い「むつみ」、「ともえ」の品種選定を行った。

嘉麻市

15
オクラにおける水封マルチ使用による早出し
作型の検討

水封マルチの設置による地温上昇で、苗立ち率が向上し増収した。収
獲開始時期は換気遅れにより１番果が落果し、慣行区と同じになった。
今後は換気開始時期と簡便な設置方法を検討する。

嘉麻市

16
トマトのコナジラミ類に対する「「キルパー」の
薬効試験

収獲終了後、高温状態で蒸し込み死滅処理が期待できない梅雨期に
は効果的な薬剤処理法と考えられた。ハウス周辺への飛散も認められ
ないなど安全性も高く普及性は高いと考えられた。

直方市

水稲

野菜

大豆

麦
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No. 品目 課題名 結果の概要 場所

17
フィルムの周年展張がイチゴの生育に及ぼす影響
について

周年展張による定植時の地温上昇がイチゴの生育に及ぼす影響について
調査したが、夏期の低温傾向により地温があまりあがらず、生育への影響は
認められなかった。

飯塚市

18 小型紙ポットを活用したイチゴの育苗
かん水不足から初期生育に多少遅れが見られたが、定植までには、慣行区
（ツインポット）とほぼ変わらない大きさの苗が育成された。今後はかん水管
理の改善を検討する。

直方市

19 イチゴの厳寒期どり作型
２月末までの収量（2,898kg/10ａ）は慣行比の156％と目標である厳寒期の
収量増加が確認された。

直方市

20
イチゴのアザミウマ類に対する「ディアナＳＣ」の薬
効試験

多発状況下でアザミウマ類に対する薬効試験を行ったが、対照薬剤（モベン
トフロアブル）と同等の効果が確認され、普及可能と考えられた。

飯塚市

21
キクにおける殺虫剤「トクチオン乳剤」の実用化試
験

アザミウマ類、アブラムシ類に対し「モスピラン水溶剤」と同等の効果があっ
た。薬剤による汚れ、薬害はなかった。

嘉麻市

22 露地ギクの電照による開花調節の実証
7月咲きのスプレーギク2品種について、露地電照により9月まで開花調節で
きることを実証した。7月咲きと比較して、切花長は同等、切花重は重くなる
傾向であった。

宮若市

23 シンテッポウユリの９月出荷に適する品種の検討
９月に出荷可能な5品種について発芽率やロゼット発生程度等の現地適応
性を検証した。有望品種の選定までは至らなかったが、各品種に応じた作
型や栽培技術の課題を明確に示すことができた。

飯塚市

24 久留米ケイトウの９月出荷に向けた定植日の検討

レイエン、ローズクィーン、イエロークィーン３品種について播種日、定植日
を遅らせることで、９月中旬から１０月下旬に出荷できた。イエロークィーンで
奇形花が発生し、他品種でも軽微な奇形が発生した。

飯塚市

25 冬春出しトルコギキョウの品種比較試験
冬春出し栽培トルコギキョウ有望品種（７品種）について発蕾時期やブラスチ
ング発生程度等を検証した結果、適応性の優れた品種として「冬のマリア」
「エグゼラベンダー」の２品種を選定した。

飯塚市

26
トルコギキョウの日没後加温（ＥＯＤ）による低コスト
栽培技術の実証

日没後短時間加温処理により動力光熱費を削減することができた。また、ト
ルコギキョウの生育および切り花品質に影響はみられなかった。

嘉麻市

27 ダリアの大苗定植による１０月出し作型の検討
ダリア大苗を育成し８月下旬に定植することで１０月出し作型の技術確立を
実証でき、ブライダル需要が高い１０月に出荷が可能となった。 嘉麻市

28 とよみつひめ成熟異常果対策
樹冠拡大、環状はく皮をすることで成熟異常果の発生を軽減することができ
た。

鞍手町

29 とよみつひめシートマルチ早期被覆の実証 生育初期から被覆しても、悪影響がないことが確認できた。 嘉麻市

30
ブドウにおける殺菌剤｢ファンタジスタ顆粒水和剤｣
の実用化試験

灰色カビ病を対象に「ポリベリン水和剤」との比較試験を実施。両区とも発病
がなく効果に差は見られなかった。薬害等の発生も無かった。

嘉麻市

31
ブドウにおける殺菌剤｢ジャストフィットフロアブル｣
の実用化試験

べと病を対象に「レーバスフロアブル」との比較試験を実施。両区とも発病が
なく効果に差は見られなかった。薬害等の発生も無かった。

鞍手町

32
イチジクにおける殺菌剤｢レーバスフロアブル｣の実
用化試験

疫病を対象に「トップジンＭ水和剤」との比較試験を実施。両区とも発病が
なく効果に差は見られなかった。薬害等の発生も無かった。

飯塚市

33
イチジクにおける緩効性肥料｢エムコート複合
NK2616T｣の実用化試験

エムコート区は対照のNK2号2回追肥と収量、品質の差がなく、施肥の省力
化につながった。

鞍手町

34
酪農における性選別精液を活用した効率的な雌
産子生産技術の普及

経産牛33頭へ授精を行った。現在までに判明している受胎率は5/20頭であ
る。

飯塚市
嘉麻市
宮若市

35 茎葉型WCS用稲栽培技術及び給与技術の普及
茎葉型ＷＣＳ用稲「たちすずか」の乾田直播を展示栽培した。移植栽培と同
等の収量を得ることができた。他の専用種との比較では1.2倍の収量となっ
た。

飯塚市
宮若市

畜産

果樹

花卉

野菜
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（３）現地活動情報一覧 

No. タ イ ト ル  月 日 執筆者  

1 
≢ ⌂ ─ ה ⌐ ↑≡  

≢ ה ╩  
4 24   

2 
─ ⌐ ↑≡ ╩  

╙ ╘≡ ─  
5  8   

3 
╘↨∑  

ⱪ꜠ ╩  
5 12   

4 
⌂ │ ≠ↄ╡⅛╠  

┤ↄ⅔⅛ ─ ⅜ ╕╢  
5 21   

5 
─√╘─ ╩  

─ ⅛╠ ⁸ ⌐ ╢╕≢╩ ┬  
5 25   

6 
₈№╕⅔℮₉≠ↄ⇔♠▪כ⌐ ⱨ□Ⱶꜞכ╙  

◒ꜝⱩ⅜ ╩כ▪♠  
6  1   

7 
⌐ ↑≡ ≤─ ╩  

₈ ⱪכⱶⱱכꜞ♪ ₉─  
7  2   

8 
╩ ↄ∆╢√╘─ ⱳ▬fi♩╩ ╓℮  

╩  
7 10   

9 
™ ─ ה ─ ╩ ⌐ ╓℮  

™ ─ ה ⌐ ╢  
7 29   

10 
─▬ⱬfi♩⌐ ↑≡ ─ ╩  

─ ╩ ⌐ ╩  
8 11   

11 
─ ⌐ ↑≡ ™ ⅜  

╩  
8 25   

12 
─ ⌐ ╦╢ ─ ╩ ⇔≡  

≤ ☿fi♃כ─ ╩  
9  5   

13 
ⅎ─ ≢⁸ №╢ ⌐ ! 

─ ⌂╢ ⌐ ↑⁸ ╩  
9 11   

14 
⌐ ⅛∫≡☻♥♇ⱪ▪♇ⱪ╩  

┼ ↑√ ╩  
9 12   

15 
┌№∟╚╪⅜ ╩  

─ ⌐╟╢  
9 12   

16 
╩  

╩ ⇔⁸↓╣⅛╠─ ─№╡ ⌐≈™≡ ⅎ╢  
10  2   

17 
⌐╙ ↑∏ ≠ↄ╡─ ╩ ™№℮  

⅝  
10  9   

18 
√╣ ⁸ ┼  

⅜╪┌╢  
10 23   

19 
ⱦ☺ꜛfi╩ ∫≡ ─ ╩  

⅜ ∆╢√╘─ ╩  
10 23   

20 
─ ⁸  

☿Ⱶ♫כ╩  
10 29   

21 
₈ ₉─ ⌐ ה ⅜  

⅜  
10 30   

22 
√⌂ ╩ ╡⁸⸗♅ⱬכ◦ꜛfi╙▪♇ⱪ  

▬♅◗ ─ ╩  
11 18   

-23-



23 
─№╢ ⱪꜝfi╩╖╪⌂≢≈ↄ╤℮  

₈ ה ⱪꜝfi₉  
11 25   

24 
○fiꜞכ꞉fi─Ⱪכ◔≢ ─ ╩  

⅜ ꜡ⱦכ≢ ╩  
11 26   

25 
╟╡ ™ ╩ ⇔≡  

26 ╩  
12  1   

26 
─ ⌐ ↑≡ ─ ╩  

ⱪכⱶⱱכꜞ♪₈ ₉⌐╟╢  
1  6   

27 
ⱦ☺ꜛfi╩ ∫≡ ─ ╩ Ɽכ♩  

╩ ⌐ ≤ꜝ▬ⱨⱪꜝfi─ ╩  
1 19   

28 
≢ ╛╠╪⌡  

─ ♩כ♃☻⅜  
1 21   

29 
₈ ₉╩ ∫≡╖╕∑╪⅛  

JA┤ↄ⅔⅛ ≢ ╩  
1 30   

30 
Ⱨfi♅╩♅ꜗfi☻⌐⁸ ⌂ ─  

ה ⌐╗↑≡─  
2  3   

31 
─ ≢ ╩ ╡ ╤℮  

⌐╟╢ ╩  
2  3   

32 
◄◖ ♩ⱴ♩⅜  

┤ↄ⅔⅛ ♩ⱴ♩ ⱪכꜟ◓ ⅜ ↕╣╢  
2  6   

33 
♩fiⱠꜟ ─ ≢⁸ ∑  

┤ↄ⅔⅛ ○◒ꜝ ⅜ ╩  
2 16   

34 
≤ ─ ≢ ╩  

ה ה ╩  
2 26   

35 
ה ⌂ ⌐ ↑≡  

≢ ╩  
2 27   

36 
─ ⌐ ↑≡ ◒ꜝⱩ ⅜  

◒ꜝⱩ 50 ≢ ╩  
2 28   

37 
₈ ה ◦☻♥ⱶ₉╩ ⇔≡ ⌂ ╩ ∕℮  

₈ ₉  
3  6   

38 
─ ╩ ⇔≡  

─ ה ⌐ ↑≡ ╩  
3 10   

39 
√™ ─ →▪♇ⱪ╩ ⇔≡  

╩ ∫√  
3 11   

40 
╩ ┘⁸ ╩ ⌐כ♄כꜞ╢∆  

◒ꜝⱩ⅜ ╩  
3 11   

 

 

 

 

飯塚普及指導センターのホームページでもご覧いただけます！ 

上記の「現地活動情報」はホームページに掲載していますので、ぜひご覧ください。  

  

 

 

 

       

飯塚普及指導センター   検索  

HP：http://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4704804/ 
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(４)普及指導員調査研究一覧                  (○印は、主担当者) 

№ 課 題 名 結果の概要 部門 担当者 

1 
女性農業者支援活動の実
態と今後の課題 

女性農業者支援活動のこれまでの経過を整理
し、女性農業者へのｱﾝｹｰﾄから今後の女性農
業者の支援方向を研究した。 

地域 

大久保 

2 
農業経営における家族外労
働力の活用の現状と課題に
ついて 

経営規模の拡大時の労働力不足を、雇用や外
部委託により解消する際の留意点を調査した。
円滑な規模拡大の参考にする。 

松元 

3 
ＪＡふくおか嘉穂柿部会（庄
内支部）産地維持の要因に
ついて 

地縁・血縁からの新部会員の確保、売買による
園地継承、支部全員の技術支援等の要因によ
り産地が維持されていることが明らかになった。 

○内川 
田村 

4 
飼料用米（ミズホチカラ）の
収量向上・確保 

収量向上のための施肥体系と実肥による玄米
タンパク質含量向上実証を行った。分施体系
が最も収量が高かったが、玄米タンパク質含量
については、効果が判然としなかった。 水田

農業 
 

○外園 
飯田 

5 
大豆収量向上に向けた 
排水対策 

排水不良要因となっている鋤床層の物理性改
善を行った。スタブルカルチによる深耕は排水
性向上に繋がった。簡易籾殻暗渠について
は、今後、排水効果の持続性の検証を行う。 

○轟 
飯田 

6 
フィルムの周年展張がイチゴ
の生育に及ぼす影響につい
て 

周年展張による定植時の地温上昇がイチゴの
生育に及ぼす影響について調査したが、夏期
の低温傾向により地温があまりあがらず、生育
への影響が認められなかった。 野菜 

角野 

7 
ブロッコリーの耐寒性品種の
検討 

「耐寒性」の高い品種の検索のため、４品種の
展示比較を行い、ブロリード社の「むつみ」、「と
もえ」が既存の品種より優れていた。 

安部 

8 
露地ギクの電照による開花
調節の実証 

露地ギク７月咲き品種について、電照による開
花調節により９月出荷の作型を実証した。優良
品種にしぼったブランド化推進を図る。 

花き 

兼近 

9 
ダリアの産地化に向けた安
定栽培技術の確立 

大苗定植をすることで 10 月出し栽培技術を 
確立することが出来た。この技術で出荷期間 
を拡大し産地化を支援していく。 

長沢 

10 
開花前の摘芯処理程度が
｢シャインマスカット｣の果実
品質に及ぼす影響について 

開花前の房先３～５節の強摘芯処理は｢シャイ
ンマスカット｣の果粒肥大を促進し、果実品質を
向上する事が判明した。 

果樹 

下村 

11 
カキ「秋王」の着果安定に向
けたジベレリン処理の検討 

ＧＡ処理後約 1 か月までは、結実率は高かった
ものの、８月ごろまで落果の発生が続いた。 

重見 

12 
イチジク「とよみつひめ」にお
ける防寒資材としてのアルミ
蒸着シートの効果 

冬期にアルミ蒸着シートを樹体に被覆すること
で、凍霜害による主枝の枯死および芽枯れを
回避し、安定生産を図る事が出来る。 

横田 

13 
酪農における飼料米の簡易
加工と給与効果の検討 

飼料米を粉砕することにより、未消化籾の排泄
が減少し、牛群の乳量は向上した。 

畜産 

勝屋 

14 
和牛繁殖農家の飼養管理
改善による子牛の安定生産 

３戸の繁殖農家に対し発育調査結果に基づく
飼養管理改善を行い、改善１戸、現状維持２戸
となった。 

福原 

15 
和牛肥育前期飼料の変更
が増体に及ぼす影響につい
て 

肥育前期飼料を単純化したところ、前期増体に
変化はなかった。 

竹村 
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５）飯塚地域担い手・産地育成総合支援協議会活動実績 

部
会  

課題・計画  成果・実績  

担
い
手

育
成  
 

交流研修大会等の実施  
組織代表者、大規模経営個別農家等を対象に、経営の

発展や法人化推進を目的に２回研修交流会を実施した。 

新規就農者確保のための農業関

係高校セミナー実施 

嘉穂総合高校、鞍手龍徳高校生徒を対象に、生産ほ場

や出荷施設等を視察・実習を行い農業の理解を図った。 

若い農業者育成のための経営改

善研修会や営農基礎講座実施  

新規就農者を中心に、共通講座と部門別（５部門）コ－ス

での勉強会を行った。 

農

業
経
営
指
導  

講 座 、研 修 会 等 開 催 によ る経 営

管理能力向上支援  

経 営 管 理 講 座 （初 級 ・中 級 コース）を開 催 し、簿 記 基

礎 や経 営 分 析 手 法 の習 得 等 について支 援 した。  

雇用型経営確立支援  
重 点 支 援 農 家 に対 して、カウンセリング・コンサルテー

ションを通 じた技 術 ・経 営 改 善 の支 援 を行 った。  

社長講座実施  

認 定 農 業 者 のモデルとなる経 営 者 を育 成 と法 人 経 営

設 立 に向 け、外 部 講 師 による専 門 的 内 容 のカリキュラ

ムにより５回 の講 座 を行 った。  
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福岡県飯塚農林事務所飯塚普及指導センター  
 

〒820-0089 福 岡県 飯 塚市 小 正319-1 

TEL：(0948)23-4154 
FAX：(0948)29-4866 
E-mail：i izuka-dlc@pref.fukuoka.lg.jp  
HP：http://www.pref.fukuoka.lg. jp/soshiki/4704804/  
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